
　　

市
の
人
口
は
、
昭
和
35
年

(

１
９
６
０
年)

の
約
４
万
５
千

人
を
ピ
ー
ク
に
減
少
が
続

き
、
平
成
22
年(

２
０
１
０
年
）

に
は
約
３
万
７
千
人
、
令
和

２
年（
２
０
２
０
年
）
に
は
約

３
万
３
千
人
と
な
り
、
10
年
間

で
約
４
千
人
が
減
少
し
ま
し
た
。

　

令
和
６
年
度
に
改
訂
し
た

「
久
慈
市
人
口
ビ
ジ
ョ
ン
」
で

は
、
令
和
32
年（
２
０
５
０
年
）

の
人
口
を
１
万
８
５
６
６
人
と

推
計
し
て
い
ま
す
。
30
年
間
で

約
１
万
４
５
０
０
人
、
約
44
％

減
少
す
る
と
い
う
予
測
で
あ
り
、

今
後
さ
ら
に
人
口
減
少
が
加
速

す
る
可
能
性
が
高
く
な
っ
て
い

ま
す
。

　

人
口
減
少
の
加
速
と
併
せ
、

も
う
一
つ
の
大
き
な
問
題
は
、

高
齢
化
率
の
上
昇
で
す
。
昭
和

30
年
の
高
齢
化
率
は
約
５
％
で

し
た
が
、
令
和
２
年
は
約
33
％
。

65
年
間
で
約
28
㌽
上
昇
し
て
い

ま
す
。
今
後
も
こ
の
傾
向
は
続

く
と
見
込
ま
れ
、
令
和
32
年
に

は
約
53
％
、
２
人
に
１
人
が
65

歳
以
上
と
な
る
予
測
と
な
っ
て

い
ま
す
。

　
久
慈
市
の
人
口
減
少
の
要
因

を
分
析
す
る
と
、
も
っ
と
も
影

響
が
大
き
い
も
の
は
、
転
入
と

転
出
の
差
に
よ
る
社
会
減
。
特

に
、
若
年
層
の
流
出
が
多
く
、

高
校
卒
業
後
に
進
学
・
就
業
で

転
出
し
た
若
者
の
Ｕ
タ
ー
ン
も

少
な
い
状
況
で
す
。
ま
た
、Ｉ・

Ｊ
タ
ー
ン
と
い
っ
た
新
規
移
住

者
も
乏
し
く
、
こ
う
し
た
状
況

が
長
年
続
い
て
い
ま
す
。

　
近
年
は
社
会
減
に
加
え
て
、

出
生
数
の
減
少
と
死
亡
数
の
増

加
に
よ
る
自
然
減
も
拡
大
し
、

人
口
減
少
が
さ
ら
に
加
速
し
て

い
ま
す
。

久慈の未来の人口はどれくらい？

久
慈
市
の
人
口
減
少

現
状
と
推
計

　　

自
然
減
の
要
因
の
一
つ
は
、

高
齢
化
に
よ
る
死
亡
数
の
増
加

で
す
が
、
平
均
寿
命
は
上
昇
し

て
お
り
、
全
国
平
均
と
大
き
く

違
わ
な
い
た
め
、
高
齢
化
率
の

上
昇
に
伴
う
想
定
内
の
動
き
と

い
え
ま
す
。

　
そ
の
一
方
で
、
出
生
数
は
過

去
の
人
口
推
計
の
予
測
を
下

回
っ
て
い
ま
す
。
昭
和
60
年

の
出
生
数
（
合
計
特
殊
生
率
）

（
※
１
）
は
、
５
８
７
人
（
２・

０
４
）
で
し
た
が
、
令
和
５
年

は
、
１
３
７
人
（
１・
２
７
）

と
大
き
く
減
少
し
て
お
り
、
出

生
数
は
約
40
年
間
で
４
分
の
１

程
度
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　
出
生
数
減
の
要
因
を
分
析
す

る
と
、
も
っ
と
も
影
響
が
大
き

い
も
の
は
、
女
性
人
口
の
減
少

で
す
。
国
の
統
計
な
ど
で
、
一

般
的
に
子
ど
も
を
生
む
年
代
と

さ
れ
る
15
～
49
歳
の
女
性
人
口

は
、
昭
和
60
年
は
約
１
万
人
で

し
た
が
、
令
和
２
年
に
は
約

５
千
人
。
35
年
間
で
約
半
数
と

な
っ
て
お
り
、
若
者
の
転
出
増

が
、
出
生
数
の
減
少
に
大
き
な

影
響
を
与
え
て
い
る
こ
と
が
分

か
り
ま
す
。

　
女
性
人
口
が
減
少
し
て
い
る

中
で
、
さ
ら
に
、
少
子
化
を
加

速
す
る
要
因
と
な
っ
て
い
る

の
が
未
婚
率
の
上
昇
。
昭
和

60
年
の
生
涯
未
婚
率
（
※
２
）

は
、
男
女
と
も
に
、
約
３
％
で

し
た
が
、
令
和
２
年
は
、
男
性

約
29
％
、
女
性
約
16
％
と
な
り
、

未
婚
の
割
合
が
上
昇
し
て
い
ま

す
。
30
～
34
歳
の
未
婚
率
は
さ

ら
に
上
昇
し
て
お
り
、
令
和
２

年
に
は
、
男
性
の
約
51
％
、
女

性
の
約
30
％
が
未
婚
と
な
っ
て

い
ま
す
。

　
人
口
減
少
・
少
子
高
齢
化
は
、

地
域
に
大
き
な
影
響
を
与
え
ま

す
。
地
域
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
の
衰

退
、
公
共
交
通
の
縮
小
、
市
財

政
の
縮
小
、
公
共
施
設
の
需
要

減
・
老
朽
化
な
ど
が
予
測
さ
れ
、

生
活
の
利
便
性
や
地
域
の
魅
力

が
低
下
し
、
さ
ら
な
る
人
口
減

少
を
生
む
。
全
国
の
大
部
分
の

自
治
体
で
、
同
様
の
問
題
が
表

面
化
し
て
き
て
い
ま
す
。

人 口 減 少

医療、福祉・介護の

労働力不足
市財政の

縮小・硬直化
地域公共交通の

縮小・撤退

生活の利便性低下 地域の安全・魅力低下

人口減少の加速化

高市総理大臣が所信表明演説において「日本の最大の問題」と発言し
た人口減少。日本全体の問題であるとともに、多くの自治体が直面す
る大きな課題です。今後、市の人口がどれくらい減ると予想されてい
るか、私たちの暮らしに、どのような影響があるか、一緒に考えてみ
ましょう。	 問総合戦略課　☎52-2115
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出典：久慈市人口ビジョン（国立社会保障・人口問題研究所の将来人口推計をもとに、市で作成した人口推計）
　※合計特殊出生率が、2040年に1.6、2050年に1.8に回復する仮定
　※各種施策により、久慈市に移住する人が、現在より上昇する仮定

出
生
数
減
に
よ
る

自
然
減
が
加
速

※１　１人の女性が一生に生む子どもの平均数を示す指標（15～49歳までの女性の年齢別出生率を合計）。
※２　50歳時点で一度も結婚していない人の割合（45～49歳の未婚率と50～54歳の未婚率の平均）。

女
性
人
口
の
減
少
と

未
婚
率
の
上
昇

人
口
減
少
が
及
ぼ
す

地
域
へ
の
影
響

出典：国勢調査 出典：国勢調査 出典：岩手県保健福祉年報

出典：岩手県人口移動報告年報
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